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学校教育目標
『確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成』

夢の実現のために明るく活気に満ちた学校創りを目指して

目指す学校像
⃝信頼される学校　
⃝特色ある学校
⃝明るく元気な学校

目指す教師像
⃝協働する教師
⃝教育愛に燃える教師
⃝人間力を高める教師

目指す生徒像
⃝自ら学び、考え、判断する生徒
⃝礼儀正しく、思いやりのある生徒
⃝心身ともに逞しい生徒

　　�　�昭和３５年５月　牛津・砥川両中学校統合により
校名を牛津町立牛津中学校と称す

　　　　２９２名（男子１５７名、女子１３５名）

創立

生徒数

英知： 勉強に励み真に役立つ知識を身に
つける。

敬愛： 人間を愛し人を敬い、思いやりの
心を育てる。

練磨： 心を磨き体を鍛える。

校　　訓

❖５月　修学旅行

❖５月　スケッチ会

❖８月　２年職場体験

❖８月　３年サマースクール

❖９月　体育大会

❖ １０月　津拓祭

❖２月　百人一首大会

❖２月　避難訓練
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